
２００２００９９年３月期年３月期 決算説明会決算説明会

２００９年５月２６日

岩谷産業株式会社

将来にわたる部分につきましては、予想に基づくものであり、確約や保証を与えるものではございません。
当然のことながら、予想と違う結果と成ることがあることを十分にご認識の上ご活用ください。
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通期（2008年4月～2009年3月）の業績

△1,7079,0107,303基地設備・ガス供給設備

その他設備 +4225,2575,679

+49411,50211,996減価償却費※

+40734775研究開発費

△1,28514,26812,983設備投資※

前年度比

増減額

08年3月期

実績

09年3月期

実績

△51.0

△51.9

△47.1

△4.7

△9.0

前年度比(%)

△2,675

△8,907

△8,663

△6,525

△67,590

前年度比

増減額

5,244

17,152

18,393

138,829

748,967

08年3月期

実績

9,72918,200営業利益

2,5687,800当期純利益

8,24516,500経常利益

132,304－売上総利益

681,376759,000売上高

09年3月期

実績

09年3月期

期初予想

※設備投資及び減価償却費は有形固定資産のみの数値

（単位：百万円）
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117 120

82

200

171

2.1%

4.2%

3.0% 3.0%

経常利益 ＲＯＡ

4,018

1,870

3,663
4,0484,085

1,7171,7911,793

総資産 有利子負債

46.9%

44.2%43.9%

46.5%

有利子負債依存度

（実績）

ＰＬＡＮ０８・経営数値目標の達成状況

2,000

1,000

3,000

4,000

5,000

（億円）

連結経常利益

ＲＯＡ

有利子負債依存度

２００億円

連結４．５％以上

連結 ４３％以下

経営数値目標＜２００９年３月期＞

250

200

150

100

（億円）

０６年３月期

（実績）
０７年３月期

（実績）
０８年３月期

（実績）
０９年３月期

（実績） （計画）

４３％以下

０６年３月期

（実績）
０７年３月期

（実績）
０８年３月期 ０９年３月期

（計画）

４．５％以上

０９年３月期

（実績）
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事業別セグメント情報

△8.3△12,776140,866149,000153,642ﾏﾃﾘｱﾙ･
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

+1.7+22513,63614,00013,411その他

△5.7△8,526140,784157,000149,311産業ｶﾞｽ

△10.8△46,512386,088439,000432,601ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活

前年度比(%)前年度比

09年3月期実績09年3月期

期初予想

08年3月期

実績
売上高

△22.4△9713,3554,6004,326ﾏﾃﾘｱﾙ･
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

+18.7+1791,1431,000963その他

△17.3△1,5287,2859,3008,814産業ｶﾞｽ

△61.1△6,1763,9269,30010,102ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活

前年度比(%)前年度比

09年3月期実績09年3月期

期初予想

08年3月期

実績
営業利益

※2009年3月期より、それまで「産業ガス関連事業」に区分していた当社の機械設備部門、医薬・食品システム部門及び
連結子会社1社を 「マテリアル・エレクトロニクス関連事業」に区分変更しています。これに伴い、2008年3月期の業績に関しては、
組み替えて表記しています。

（単位：百万円）
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事業別セグメント 売上高推移

319,785 362,190 395,441 386,088

133,846
151,396

153,790
149,311

140,784

116,986

113,049
127,576

153,642

140,866

432,601

13,436

12,958

12,640

13,411

13,636

2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期

売上高合計 583,575 640,073 689,449 748,967

ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活
関連事業

産業ガス
関連事業

ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連事業

その他の事業

2005年3月期

681,376

（単位：百万円）

※2009年3月期より、それまで「産業ガス関連事業」に区分していた当社の機械設備部門、医薬・食品システム部門及び
連結子会社1社を 「マテリアル・エレクトロニクス関連事業」に区分変更しています。これに伴い、2008年3月期の業績に関しては、
組み替えて表記しています。
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事業別セグメント 営業利益推移

5,698 6,652 5,685
10,102

3,926

5,453
6,550 8,124

8,814

7,285

3,126
4,025 4,338

4,326

3,355

1,143

963

630

910

820

△ 5,980△ 5,813△ 5,229△ 4,811 △ 5,172

営業利益合計 10,377 12,875 13,549 18,393

ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活
関連事業

産業ガス
関連事業

ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連事業

その他の事業

消去又は全社

9,729

2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 2009年3月期2005年3月期

（単位：百万円）

※2009年3月期より、それまで「産業ガス関連事業」に区分していた当社の機械設備部門、医薬・食品システム部門及び
連結子会社1社を 「マテリアル・エレクトロニクス関連事業」に区分変更しています。これに伴い、2008年3月期の業績に関しては、
組み替えて表記しています。
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減収・減益の要因分析

エネルギー
等生活関連

産業ガス
関連

ﾏﾃﾘｱﾙ・
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

関連

その他

０８年３月期
売上高

０９年３月期
売上高

売上高増減

681,376

748,967

△8,526

△67,590
（△9.0％）

０８年３月期～０９年３月期比較

+225
△46,512

△12,776

エネルギー
等生活関連

産業ガス
関連 ﾏﾃﾘｱﾙ・

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連

その他

０９年３月期
営業利益

営業利益増減

9,729

18,393

△1,528

△8,663
（△47.1％）

消去又
は全社

△166
+179

△6,176

△971

０８年３月期
営業利益

（単位：百万円）
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減収の要因分析

【 エネルギー等生活関連事業 】 【 産業ガス関連事業 】

エアセパレートガスの販売数量減少

特殊ガスの販売数量減少

溶接材料、ガス関連設備等の減収

【 マテリアル・エレクトロニクス関連事業 】

ステンレス鋼等の販売減少 【－】

半導体関連装置の販売減少 【－】

中国の加工事業の減速 【－】

新規連結子会社加入の影響 【＋】

卸売・小売分野での
ＬＰガスの販売数量減少が

減収の大きな要因

ポイント

【－】

【－】

【－】

【－】

【－】

ＬＰガス販売数量の減少

石油関連商品の減収
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エネルギー等生活関連事業 収益分析

営業利益増減要因－０８年３月期～０９年３月期比較－
国内ＬＰガス
市況の下落
による減益

卸売部門の
利幅改善

小売部門の
利幅改善

その他

3,926

10,102

△6,176
（△61.1％）

（単位：百万円）

０９年３月期
営業利益

０８年３月期
営業利益
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ＬＰガス輸入価格の変動による増減益効果（イメージ）

ＬＰガス輸入価格

販売価格

売上原価

：増益効果

（価格）

卸売での販売価格体系

販売価格 ： 前月のＬＰガス輸入価格に連動
売上原価 ： ２～３ヶ月前のＬＰガス輸入価格に連動

輸入事業者として民間法定備蓄義務があり、
仕入から出荷までにタイムラグが出る
在庫評価は先入先出法である

（月）

：減益効果

輸入価格の下落局面では
減益効果が発生

輸入価格の上昇局面では
増益効果が発生

輸入価格が一定の場合
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産業ガス関連事業 収益分析

営業利益増減要因－０８年３月期～０９年３月期比較－

エアセパレートガス
の販売数量減少

その他のガスの
販売数量減少

その他

特殊ガスの
販売数量減少

7,285

8,814

△1,528
（△17.3％）

（単位：百万円）

０９年３月期
営業利益

０８年３月期
営業利益
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マテリアル・エレクトロニクス関連事業 収益分析

営業利益増減要因－０８年３月期～０９年３月期比較－

半導体製造
装置の販売減少

ステンレス等
金属関連商品
の販売減少

新規連結子会社
（４社）の影響

その他

精密加工事業
の減速

3,355

4,326

△971
（△22.4％）

（単位：百万円）

０９年３月期
営業利益

０８年３月期
営業利益

鉱物原料事業
の改善
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比較連結貸借対照表

△38,509366,308404,817総資産

65,096
339,720
113,952
101,956
123,811
225,768

66,581
15,207

120,276
202,065
11,209
42,005

130,859
18,678

202,751

2008年
3月期

借入金、社債の減少等

売上高の減少に伴う減少

投資有価証券の減少 △7,007

ＬＰガスの在庫の単価下落

売上高の減少に伴う減少

主な増減理由

△3,92361,173純資産

+1,842122,118有形固定資産

負債合計 △34,585305,134
+20113,972固定負債

△6,53195,424その他

△28,07495,737支払手形及び買掛金

△34,606191,162流動負債

△7,77158,809投資その他の資産

+1,16316,370無形固定資産

△4,766197,299固定資産

+3,10414,313その他

△8,07433,930棚卸資産

△30,729100,129受取手形及び売掛金

＋1,95720,635現金及び預金

△33,742169,009流動資産

前年度比
増減額

2009年
3月期連結

（単位：百万円）



16

有形固定資産取得：△14,328
無形固定資産取得： △3,428
投資有価証券取得： △2,504
貸付けによる支出： △7,707

売上債権の増減額： △1,303
棚卸資産の増減額： △2,414
仕入債務の増減額： △4,948

内訳

12,701

△20,508

33,209

2009年
3月期

3,221フリーキャッシュフロー

△17,559

20,781

2008年
3月期

有形固定資産取得：△12,822
無形固定資産取得： △4,484
投資有価証券取得： △3,991
貸付けによる支出： △8,194

投資キャッシュフロー

売上債権の増減額：＋34,743
棚卸資産の増減額： ＋9,245
仕入債務の増減額：△31,548

営業キャッシュフロー

内訳

△10,754△1,461 有利子負債の増加：△9,156有利子負債の増加：△101財務キャッシュフロー

673－
連結範囲変更による
影響額

1,2801,764現金及び現金同等物の
増減額

18,42216,657現金及び現金同等物
期首残高

20,37618,422現金及び現金同等物の
期末残高

キャッシュフロー計算書 （単位：百万円）
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２０１０年３月期

業績見通し
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２０１０年３月期 業績予想

※設備投資及び減価償却費は有形固定資産のみの数値

+4
+403
+760
△743

+16
+2,431
+3,754
△19
△243

+44
△2,085
+6,173
+3,870
△1,636
△11,886
△9,784
△48,088
△71,376

前年度比

増減額

その他設備

基地設備・ガス供給設備

+0.113,00012,983設備投資 ※

△10.26,5607,303
+13.46,4405,679

△21.39001,143その他

消去又は全社

ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ関連事業

産業ｶﾞｽ関連事業

ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活関連事業

+39.813,6009,729営業利益

+157.210,1003,926
△28.65,2007,285

+1.33,4003,355

+0.3△6,000△5,980

780
12,400

5,000
12,000

12,000
129,000
131,000
338,000
610,000

2010年3月期

通期（予想）

+3.411,996減価償却費 ※

+45.58,245経常利益

+94.72,568当期純利益

前年度比（％）

+0.5775研究開発費（販管費）

△12.013,636その他

△8.4140,866ﾏﾃﾘｱﾙ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ関連事業

△6.9140,784産業ｶﾞｽ関連事業

△12.5386,088ｴﾈﾙｷﾞｰ等生活関連事業

△10.5681,376売上高

2009年3月期

（単位：百万円）
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エネルギー等生活関連事業の見通し

3,380
3,860

0

1,000

2,000

3,000

4,000

09年3月期 10年3月期

＜減収の要因＞

・ＬＰガス輸入価格が２００９年３月期平均を
下回ると想定した影響 【－】

・ＬＰガスの拡販 【＋】

・ＬＰガス消費者戸数の増加（74.6万戸 → 80万戸） 【＋】

売上高

101

39

0

20

40

60

80

100

120

140

09年3月期 10年3月期

営業利益

増益

減収

＜営業増益の要因＞

・国内ＬＰガス市況の下落による減益

効果の解消 【＋】

・コスト削減による増益効果 【＋】

・小売分野の利幅の縮小 【－】

（億円）

（億円）

◇ＬＰガス輸入価格の大幅な変動

◇暖冬によるＬＰガス需要の減退

※業績予想の前提 ＣＰ ５０５ドル／㌧
為替 ９５円／ドル

業績が変動するリスク要因
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＜減収の要因＞

・製造業の稼働率低下に伴う各種産業ガス

の販売数量減少

＜営業減益の要因＞

・製造業の稼働率低下に伴う各種産業ガス

の販売数量減少

・一部空気分離プラントの稼働停止の継続、

物流体制の見直し等によるコスト削減

52

72

0

20

40

60

80

100

120

09年3月期 10年3月期

産業ガス関連事業の見通し

1,3101,407

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

09年3月期 10年3月期

売上高

営業利益

減益

減収

（億円）

（億円）

【－】

【＋】

【－】

◇景気後退の長期化による取引先の

工場稼働率の低迷、及び設備投資の

更なる抑制

業績が変動するリスク要因
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3433

0

20

40

60

80

100

09年3月期 10年3月期

マテリアル・エレクトロニクス関連事業の見通し

1,2901,408

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

09年3月期 10年3月期

＜減収の要因＞

・ステンレス・樹脂関連製品の

単価下落と販売減少 【－】

・ジルコンやセラミックスなどの

工業用原料の販売減少 【－】

売上高

営業利益

増益

減収

＜営業増益の要因＞

・鉱物原料事業の改善

・中国での精密加工事業の採算性の改善
・ジルコンやセラミックスなどの
工業用原料の販売減少

（億円）

（億円）

◇資源価格（原油、ニッケル等）の動向

◇デジタル家電業界等の回復の遅れによる

半導体業界の設備投資抑制の長期化

業績が変動するリスク要因

【＋】
【＋】

【－】
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6.31

12.38

15.84

8.55

22.03

6 6 3 5 5 5 5 5

19.95

10.25

20.92

△6.94

10.88

433

00/3 01/3 02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3

1株当たり当期純利益（円）

1株当たり配当金（円）

27.3%

95.1%

23.9% 24.2%

58.5%

22.7%
23.9%

48.8%

25.1%

連結配当性向（％）

配当方針

２００９年３月期 及び ２０１０年３月期の利益配分について

株主還元について

・継続的かつ安定的な配当の実施が基本方針
・業績や経営環境を慎重に勘案しつつ適性な利益還元を実施

２００９年３月期の配当金は引き続き１株当たり５円、連結配当性向は４８．８％
２０１０年３月期の配当金は１株当たり５円、連結配当性向は２５．１％を予定

（予）

△16.70




